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はじめに 

水道事業は、安全・快適な水の持続的な供給を可能にするために、直面する

課題を解決し、給水サービスを一層向上させるような取り組みが求められてい

ます。そのためには、水道事業の運営基盤の強化や技術力の確保等が必要とさ

れ、各水道事業者が自らの事業環境を総合的に分析して、経営方針を策定し、

それを計画的に実行していく必要があります。 
 厚生労働省では、平成１６年６月に水道関係者の共通の目標となる水道の将

来像とそれを実現するための具体的な施策を例示した「水道ビジョン」を策定

し、これからの水道事業体のあるべき姿として、「安心」・「安定」・「持続」・「環

境」・「国際」の５つを主要政策課題と位置付け、水道界全体で取り組んでいく

ものとしています。 
 本村においては、２１世紀初頭のむらづくりの指針として、平成１８年３月

に、「第４次平田村総合計画（ひらたみんなのプラン）」を策定しました。これ

は、平成２７年までの１０年間に、平田村が目指すむらづくりの基本的な方向、

取り組み姿勢をまとめたものです。 
 総合計画において、簡易水道事業については、住民に安定した水を供給でき

るよう、配水管や浄水場をはじめとする各種水道施設の整備、維持管理に努め、

限りある水資源を有効に活用するとともに、簡易水道の普及率の向上に努める

ことが基本構想に掲げられています。 
 今回策定した「平田村地域水道ビジョン」は、平田村の水道事業に関して、

村固有の事情を踏まえながら、ライフラインとしての「将来のあるべき姿（将

来像）」を描き、それを実現するためのマスタープランとするものです。 
 
 
 

     
芝桜景勝地 「ジュピアランドひらた」 
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《地域水道ビジョン策定の趣旨》 
水道事業においては、近年、安全性やおいしさに対する利用者の関心の高ま

り、環境問題の顕在化、水道サービスに対する多様化・高度化する社会的ニー

ズへの対応、さらに経営の透明性や説明責任の確保などが求められ、水道事業

を取り巻く環境は大きく変化してきています。 
 このように、社会情勢が大きく変化するなか、村民の生活や社会経済活動に

欠かすことのできないライフラインとして、将来にわたり安全でおいしい水の

安定供給を確保するため、「平田村地域水道ビジョン」を策定し、これからの確

実な事業実施のために、目指すべき将来像を設定し、その実現のための方策等

を示すものとします。 
 

《地域水道ビジョンの位置付け》 
この地域水道ビジョンは、「水道ビジョン」及び「福島県くらしの水ビジョン」

で示された水道のあるべき姿に対し、本村の簡易水道事業の現状と課題を明確

に示し、平成２０年度から平成２９年度までの概ね１０年間の水道経営の方向

性と具体的な施策を推進するための基本的な考え方を掲げたものです。 
 また、事業の実施にあたっては、財政的な検討を加えた中で、水道を取り巻

く社会環境の変化を考慮して、効率的かつ効果的な事業となるよう着実な進行

管理を行っていく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『地域水道ビジョン』

～各市町村の 

水道のありかた～

「福島県くらしの水ビジョン」

～県内の水道のありかた～ 

「水道ビジョン」 

～水道のありかた～ 

現 有 課 題

歴史的背景

地 域 性

 
地域水道ビジョンの位置付け 
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１．村の概況と水道事業の概要 
（１）村の概況 
 本村は、福島県の南東部、石川郡の北東部に位置し、総面積９３．５３ｋ㎡

を有しており、東西に約８ｋｍ、南北に約１２ｋｍで、東はいわき市、南は石

川郡古殿町、石川町、西は玉川村、須賀川市、郡山市、北は田村郡小野町に接

しています。地勢は、阿武隈山系山麓にあり、標高５００ｍ～７００ｍの山が

連立し、この合間を蓬田岳（標高９５２．２ｍ）を源とする北須川（約２４ｋ

ｍ）と芝山（標高８１９．２ｍ）を源とする平田川（約１１ｋｍ）が流れ、村

のほぼ中央を通り、南西部の千五沢ダムに注いでいます。 
 平田村の沿革は、明治２２年４月、町村制を施行し、永田・鴇子・小松原・

九生滝・上蓬田・下蓬田・蓬田新田の７村を統合して蓬田村とし、小平・西山・

東山・北方・駒形・中倉の６村を統合して小平村となりました。さらに、昭和

３０年３月には、町村合併促進法に基づき、蓬田村と小平村の２村が合併し、

現在の平田村となりました。 
 道路交通網は、いわき市と郡山市を結ぶ国道４９号線と、茨城県から宮城県

を結ぶ国道３４９号線が整備されているほか、現在、あぶくま高原道路が平成

２２年全線開通にむけて工事が着々と進行しており、地域住民の生活道路はも

とより、福島県内外からの観光ルート、さらには、陸と空の物流拠点を結ぶ路

線として大きな期待が寄せられています。 
 新たな時代を迎えた現在、２１世紀初頭のむらづくりの指針である「第４次

平田村総合計画（ひらたみんなのプラン）」では、「未来へつなぐひらたの誇り

“あたたかい風”“みちびきの風”“みらいへの風”」を将来像として掲げ、その

実現に向けたむらづくりに取り組んでいます。 
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（２）水道事業の概要 
ア 水道事業の概要 
平田村簡易水道事業は、昭和４９年、下蓬田字乙空釜地内の乙空釜川の表流

水を水源として計画給水人口４，１００人、計画１日最大給水量８００㎥／日

規模で創設認可を取得し、昭和５２年度より給水を開始してから３０年が経過

しました。 
その間、生活様式の近代化、市街地化の形成などによって水需要は増加の一

途をたどり、施設能力の限界に達したことから、平成５年度より３年の歳月を

かけて水量拡張事業を主とした第１次拡張事業を実施し、計画１日最大給水量

１，８２０㎥／日の給水能力を持つ水道施設が完成しました。 
さらに平成１５年度には、東山字石田地区の一部を給水区域とする変更を行

い、現在に至っています。 
これまでの平田村簡易水道事業の経緯は表１、また、事業に関する沿革は、

表２の年表とおりです。 
 
 
（表１）平田村簡易水道事業の経緯     

事   業 
認可

年度 

目標

年度 

計画給

水人口

（人）

計画１人１日最大給

水量（Ｌ／人／日）

計画１日最大給

水量（㎥／日）

事業費   
（千円） 

備考 

創   設 S49 S58 4,100 195 800 723,835  

第１次拡張事業 H 4 H14 4,730 385 1,820 1,715,686  

給水区域変更 H15 H26 4,773 382 1,825 － 軽微な変更届
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（表２）平田村簡易水道事業略年表 

西 暦 年  月 事       項 

1974 昭和 49 年 8 月 村議会において簡易水道事業計画可決 

1974 昭和 49 年 9 月 創設簡易水道事業計画認可 

1974 昭和 49 年 9 月 創設工事着手 

1976 昭和 51 年 3 月 乙空釜浄水場完成（給水能力 800 ㎥／日） 

1977 昭和 52 年 6 月 一部給水開始 

1978 昭和 53 年 12 月 創設工事竣工 

1979 昭和 54 年 2 月 記念碑の除幕式（乙空釜浄水場） 

1980 昭和 55 年 4 月 第 1 回目の水道料金改定 

1982 昭和 57 年 4 月 第 2 回目の水道料金改定 

1989 平成元年 10 月 第 3 回目の水道料金改定 

1991 平成 3 年 3 月 水道施設拡張に向け基本計画策定 

1993 平成 5 年 3 月 村議会において第 1次拡張事業計画可決 

1993 平成 5 年 3 月 第 1 次拡張事業（水量拡張）変更認可 

1993 平成 5 年 6 月 第 1 次拡張工事着手 

1994 平成 6 年 2 月 乙空釜配水池完成（619.5 ㎥） 

1994 平成 6 年 8 月 猛暑により全国的に渇水となる 

1995 平成 7 年 3 月 乙空釜浄水場完成（給水能力 1,020 ㎥／日） 

1995 平成 7 年 5 月 増設浄水場の通水式 

1995 平成 7 年 9 月 平田村簡易水道事業運営協議会条例制定 

1996 平成 8 年 1 月 県中地域水道用水供給企業団設立に伴う協議書締結（2市 3町 2 村） 

1996 平成 8 年 3 月 第 1 次拡張工事竣工 

1996 平成 8 年 8 月 第 4 回目の水道料金改定 

1998 平成 10 年 8 月 県中地域水道用水供給企業団設立に伴う確認書締結 

2000 平成 12 年 4 月 第 5 回目の水道料金改定 

2003 平成 15 年 5 月 水道事業変更認可を要しない軽微な変更届を提出し、東山字石田の一部を給水区域とする 

2005 平成 17 年 4 月 第 6 回目の水道料金改定 

2006 平成 18 年 4 月 県中地域水道用水供給企業団設立に伴う確認書締結（供給水量の変更等） 

2007 平成 19 年 11 月 県中地域水道用水供給事業の中止が決定（今出ダムの利水事業の中止） 
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次に、平田村簡易水道事業の給水区域について下図に示します。現在の給水

区域は緑色の範囲となっていますが、今後、赤色の地区について給水区域の拡

張を予定しています。 
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イ 水道施設の概要 

平田村簡易水道事業の施設は、下図のフロー図及び施設一覧表のとおりです。 
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平田村簡易水道事業の各施設の概要は以下のとおりです。 

 

（ア）取水施設 

①乙空釜第１水源 

本水源は、平田村簡易水道の創設事業において昭和５１年に築造された施

設で、乙空釜川に設置したコンクリート造の取水堰によって表流水を堰き止

め、９００㎥／日まで取水することができます。本水源にて取水された原水

は、水中ポンプによって汲み上げられ、隣接した乙空釜浄水場（第１水源系）

に導水されています。 

 

②乙空釜第２水源 

本水源は、第１次拡張事業において平成６年に築造された浅井戸水源で、

乙空釜浄水場（第２水源系）の敷地内に設けられている施設です。本水源か

らは、１，０６０㎥／日まで取水することができ、水中ポンプによって汲み

上げられた原水は、乙空釜浄水場（第２水源系）に導水されています。 

 

（イ）浄水施設 

浄水場は、乙空釜第１水源系と乙空釜第２水源系があり、下図のフローに

よって浄水処理が行われています。 
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①乙空釜浄水場（第１水源系） 

本浄水場は、平田村簡易水道の創設事業において昭和５１年に築造された

施設で、乙空釜第１水源から導水された原水について浄水処理を行っていま

す。本浄水場では、９００㎥／日までの浄水処理が可能で、凝集薬品沈澱池

及び急速ろ過装置によって原水中に含まれる濁度や色度、鉄分等、水質基準

に適合しない物質や成分を除去しています。 

  
「乙空釜浄水場（第１水源系）」 

 

②乙空釜浄水場（第２水源系） 

本浄水場は、第１次拡張事業において平成６年に築造された施設で、乙空

釜第２水源から導水された原水について浄水処理を行っており、１，０６０

㎥／日までの浄水処理が可能です。本浄水場の浄水方式は乙空釜浄水場（第

１水源系）と同様に凝集薬品沈澱池及び急速ろ過装置の浄水方式を採用して

います。 
また、本浄水場には浄水工程において排出される汚泥処理のための排水池

を備えており、第１水源系浄水場の汚泥もあわせて貯留し、上澄水のみを乙

空釜川に返送することによって、河川の汚濁防止に努めています。 

  
「乙空釜浄水場（第２水源系）手前の施設は乙空釜第２水源」  

 

（ウ）送水施設 

乙空釜浄水場から乙空釜配水池までの約２．６km の間にはダクタイル鋳鉄

製の送水管が布設されています。乙空釜浄水場で浄水された処理水（飲用水）
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は、乙空釜浄水場内の浄水池より送水ポンプによって加圧され、この送水管

を通じて乙空釜配水池まで送られています。 

 

（エ）配水施設 

①乙空釜配水池 

乙空釜配水池は、平田村簡易水道の給水区域内の各家庭や事業所などの大

半に自然流下によって給水できる配水池です。創設時の昭和５１年に築造さ

れた配水池（写真奥）は鉄筋コンクリート造で３３２．８㎥の水を貯水する

ことができます。また、第１次拡張事業において平成５年に築造された増設

配水池（写真手前）も鉄筋コンクリート造で６１９．５㎥の水を貯水するこ

とができます。この配水池２つの合計容量は９５２．３㎥で、本簡易水道の

計画一日最大給水量の１２時間分容量をもち、村民が日常生活で使用する水

や事業所、学校、病院等での使用水、さらには火災時における消火用水とし

て役立っています。 

  
   「乙空釜配水池 手前の施設が増設配水池」 

 

②小舘配水池 

小舘配水池は、乙空釜配水池の圧力によって直接給水できない上北方、駒

形、小平の地区について自然流下によって給水しています。小舘配水池は、

第１次拡張事業において平成７年に築造され、鉄筋コンクリート造で１４５．

８㎥の水を貯水することができます。 

  
       「小舘配水池」 
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③橋場加圧ポンプ場 

橋場加圧ポンプ場は、第１次拡張事業において平成７年に築造された施設

で、乙空釜配水池から送られてきた水を小舘配水池まで１３５㎥／日、送水

することができます。 

  

「橋場加圧ポンプ場」 

 

④新田前加圧ポンプ場 

乙空釜配水池の圧力によって直接給水できない蓬田新田地区については、

新田前加圧ポンプ場から圧力タンクによって一般家庭に加圧給水しつつ「ジ

ュピアランドひらた」までの給水が行われています。新田前加圧ポンプ場は、

第１次拡張事業において平成７年に築造された施設で、４００㎥／日まで送

水することができます。 
 

  
「新田前加圧ポンプ場」 

 

⑤配水管 

平田村簡易水道の給水区域のほぼ全域に亘って約８０km の配水管が布設され

ています。主な管種は、ダクタイル鋳鉄管（ＤＩＰ）、及び硬質塩化ビニル管（Ｖ

Ｐ）、石綿セメント管（ＡＣＰ）で、口径は、φ２００以下の小口径管です。 
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（オ）その他の施設 

①大柏木・筒地水質監視路上局 

水質監視路上局は、大柏木・筒地の給水区域の末端において乙空釜浄水場

で処理された浄水が水質基準に適合しているかどうかを監視する装置で第１

次拡張事業において平成７年に設置されたものです。 
 

②水道施設監視装置 

水道施設監視盤は、村内に点在する水道施設について集中監視を行い、事

故・故障時の対応の迅速化を図ることを目的として第１次拡張事業において

平成７年に設置された施設です。本施設では、水道施設の監視の他、水道経

営の基礎となる取水量・送水量・配水量等、各データを自動的に帳票として

取りまとめ、記録の確実性と業務の効率化に役立っています。 

  
「水道施設監視装置」 
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２．現状の分析・評価と課題の抽出 
（１）水道の需要量の動向 

 ア 給水人口の実績と予測 

下図は、行政区域内人口、給水区域内人口及び給水人口の平成９年度から

平成１８年度までの実績、及び平成１９年度から目標年度の平成３１年度ま

での推計値です。行政区域内人口の過去の動態は減少傾向にあり、将来人口

の予測においても、少子化等の理由により、減少傾向が続くものと推計され

ています。 
また、給水区域内人口についても行政区域内人口に伴い減少が予測されま

すが、平成３１年度には第２次拡張事業による給水区域の拡張によって増加

する状況にあります。 

さらに、給水人口については、水道未加入世帯を対象に実施したアンケー

ト調査結果を基に、今後、更なる水道への加入促進を図る必要があります。 
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 イ 一日最大給水量実績と予測 

下図は、一日平均給水量、一日最大給水量、及び１人１日平均給水量、１

人１日最大給水量の平成９年度から平成１８年度までの実績、及び平成１９

年度から目標年度の平成３１年度までの推計値です。１日給水量に実績につ

いては、増減を繰り返しつつも全体では増加傾向にあり、今後の予測におい

ても微増傾向が続くものと推計されています。 
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（２）水道施設の現況と課題 

  水源施設・浄水施設・配水施設・送配給水管の現状と課題を抽出し、整理

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄水施設 

送配給水管 配水施設 

（配水池・ポンプ）

施設状況における

課題点の抽出 

水源施設 

施設状況における検討事項 

 

 

 

ア 水源施設 

①乙空釜第１水源 

本水源は、乙空釜川の表流水であり、水利権について東北農政局の同意を得

て取水しています。乙空釜川の水量は比較的安定しており、これまで渇水期等

においても取水に支障をきたしたことはありませんが、水質については天候（雨

天時）による影響が大きく、特に濁度上昇が問題となっています。このため、

新たに貯水池等を築造するほか、取水方式を伏流水方式に変更するなどの検討

を行うこととしています。また、クリプトスポリジウム（耐塩素性の病原性微

生物）対策としては、常時、急速ろ過装置の処理水について濁度監視を行って

おり、現在まで検出された事例はありません。 
 

②乙空釜第２水源 

本水源の計画取水量は１，０６０㎥／日となっていますが、現在も安定した

取水量を確保しており、今後においても取水が継続できるものと考えられます。

また、本水源は地下水であり、天候等の影響による水質変化も少ないため、浄

水施設の管理も一定の状況で対応が可能となっています。ただし、今後、何ら

かの理由による水質の変化も想定しておかなければならないことから、浄水処

理については急速ろ過装置で対応し、万全を期します。 
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イ 浄水施設 

①乙空釜浄水場（第１水源系） 

本浄水場は、簡易水道創設事業において昭和５１年に築造された施設で３０

年を経過しています。このため施設の老朽化が進行しており、平成２９年及び

３０年に浄水施設の更新を予定しています。また、本施設における浄水の水質

検査においては異状がなく、適正な水質を確保しているとともに、ろ過水濁度

についても０．１以下であり、クリプトスポリジウム対策としての水質基準を

満足しています。 

 

②乙空釜浄水場（第２水源系） 

本浄水場は、第１次拡張事業において平成６年に築造された施設で１３年を

経過しようとしていますが、現在のところ特に問題等はありません。また、本

施設における浄水の水質検査においては異状がなく、適正な水質を確保してい

ます。 

 

ウ 配水施設 

①乙空釜配水池 

乙空釜配水池は、簡易水道創設事業において昭和５１年に築造された配水池

と第１次拡張事業において平成５年に増設された配水池によって９５２．３㎥

の容量を有しています。消火用水量３０㎥を除いた９２２．３㎥は、計画一日

最大給水量１，８２５㎥／日の１２時間以上であり、過去１０ヶ年における一

日最大給水量の実績１，４９６㎥／日（平成１２年度）に対しては１４．８時

間分に相当します。よって、容量については問題ありません。また、配水池は

両方ともに鉄筋コンクリート造であるため、創設時の配水池についてみても築

造後３２年を経過していますが、施設耐用年数の６０年にはまだ余裕があり、

直近の更新は約２８年後（平成４８年）になります。 

 

②小舘配水池 

小舘配水池の容量は１４５．８㎥であり、消火用水量３０㎥を除いた容量の

１１５．８㎥は、小舘配水池系の計画一日最大給水量１３５㎥／日の約２１時

間分に相当します。また、過去１０ヶ年における一日最大給水量の実績である

１４０．８㎥／日（平成１８年度）に対しても約２０時間分に相当するため、

容量については十分といえます。本施設は平成７年に鉄筋コンクリート造で築

造されたため、施設耐用年数の６０年にはまだ余裕があり、しばらくは更新の

必要はありません。 
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エ 送・配・給水管 

①送・配水管 

送水管は、第１次拡張事業において平成６年に全延長２．６km がダクタイル

鋳鉄管で布設されています。ダクタイル鋳鉄管にあっては耐用年数が４０年で

あるため、まだ余裕があり、しばらく更新の必要はありません。 

配水管は、全延長約８０km のうち、約７５km が間もなく布設後４０年を経過

する老朽管であり、このうち約１３km が石綿セメント管更新の対象となってい

ます。平成１８年度における有収率（総配水量のうち料金徴収の対象となった

水量の割合）の実績値は８４％であり、今後、配水管の老朽化の進行によって

更なる有収率の低下が懸念されることから、布設替が急務となっています。 

 

②給水管 

給水管については、鉛管の使用事例はなく、特に問題はありません。今後は、

計量法に基づき、水道メータの計画的な更新やメータ検針時における漏水対策、

指導を継続していきます。 
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（３）水道運営の現況と課題 
 水道事業における運営状況の現状と課題を抽出し、整理しました。 
 
 
 

組 織 体 制 

 
運営状況における

課題の抽出 

リスク管理 利用者対応 

環 境 対 策 

施設管理状況

水質管理状況

経 営 状 況 

未普及地域

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運営状況における検討事項 
 
 
 
ア 水質管理状況 
 水質検査計画に基づき定期に実施している水質検査結果（過去５年間）にお

いて、原水は一般細菌・大腸菌・アルミニウム・鉄・色度・濁度が水質基準を

超えていますが、浄水ではこれらの成分は除去されており、安全な水が供給さ

れています。また、耐塩素性の病原性微生物であるクリプトスポリジウムにあ

っては、年３回の水質検査において原水及び浄水ともに検出はありませんでし

た。 
今後においても水源における水質事故を早急に発見するために、水源監視体

制に万全を期するとともに、病原性微生物、環境ホルモンや農薬等による水源

汚染等、多様化する水質問題に対応するため、水質検査態勢を強化して、水道

水の安全性を確保する必要があります。 
 
イ 施設管理状況 
 浄水場の施設については、管理人を一人配置し、日々の運転管理等を行って

います。また、機器等の保守点検については、民間業者に月一回委託していま

す。今後、担当者が変わった場合においても適切に対応できる体制を構築する

必要があります。 
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ウ 組織体制 
 平田村は、村長が水道事業管理者の職務を行っており、水道事業の管理者の

権限に属する事務を処理するために地域整備課を置いています。村では、水道

技術管理者の資格取得者が６名おり、このうち１名の水道技術管理者を中心に

水道事業の運営を行っています。その他の有資格者は、常時協力できる体制と

しております。今後、水道事業の停滞を未然に防止するため、順次、後継者を

育成し、将来にわたる技術者の確保に努める必要があります。 
 
エ 経営状況 
財政的には、収入の確保が年々厳しさを増す中で、過去の建設改良費の元利

償還金や、既設浄水場の更新や老朽管更新等の経費が経営を圧迫することが予

想されることから、さらなる経費の削減、民間的経営手法の導入や定期的な水

道料金改定を実施するなど財務体質の強化等に取り組む必要があります。 
 
オ リスク管理 
 平常時はもとより、自然災害や水質事故等の緊急事態においても、基幹的な

施設の安全確保や重要施設への給水の確保等、危機管理対策を推進していくと

ともに、危機管理対応マニュアル等の整備にも取り組む必要があります。 
 また、今後は、施設の耐震診断を実施し、補強対策に努める必要もあります。 
 
カ 環境対策 
 地球温暖化、環境問題が地球規模で深刻化している中で、村では、水資源や

エネルギーの有効利用、資源リサイクルの推進など、環境に配慮した事業推進

に努める必要があります。 
 
キ 利用者対応 
 利用者の水道事業に対する信頼や満足度を向上させていくため、利用者のニ

ーズを十分に把握しつつ、給水サービスの充実を図るとともに、事業者と利用

者との相互理解を促進するため、水道事業に関する情報の積極的な公開と対話

を推進し、利用者と一体となった事業運営を目指す必要があります。 
 
ク 未普及地域 
 本村の平成１８年度末における行政区域内人口は７，５３６人であり、給水

区域内人口は４，９４０人、未普及地域人口は２，５９６人で未普及区域人口

が村総人口の約３４％を占めています。また、給水普及率について見ると、給

水人口は３，０９３人であり６２．６％と低い水道加入状況にあります。 
 今後は、公衆衛生の向上及び生活環境の改善のため、水道への加入促進を図

り、普及率の向上を図っていく必要がありますが、これには、多額の費用が必

要なため、給水要望、緊急性、他事業との整合性、財政状況等を勘案しながら、

施設整備を行う必要があります。 
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３．課題の整理 
 抽出された施設・運営状況におけるそれぞれの課題は「安心」・「安定」・「持

続」・「環境」の分野に分類するとともに、取り組むべき優先度を設定しました。 
 

「安心」：安全な水、快適な水が供給されているか 
   「安定」：いつでも使えるように供給されているか 
   「持続」：将来も変わらず安定した事業運営ができるようになっているか 

   「環境」：環境への影響を低減しているか 
 
（１）課題の分類 
ア 安心に関わる課題 
  ・天候に左右される乙空釜第１水源の表流水の原水濁度。 

  ・未普及地域の存在。 

  ・病原性微生物、環境ホルモンや農薬等による水源汚染等、多様化する水

質問題への対応。 
  ・住民ニーズの把握と対応。 
・利用者への適切な情報提供体制の未整備。 

 
 イ 安定に関わる課題 
  ・送水管路、配水管路の未耐震化。 
  ・災害対策への施設の未整備。 
  ・災害応急対策の未整備。 
・緊急時給水体制の未整備。 

  ・危機管理対応マニュアル等の未整備。 
 
 ウ 持続に関わる課題 
  ・乙空釜浄水場（第１水源系）の老朽化の進行。 
・老朽配水管、特に石綿セメント管が約１３km残存。 

  ・浄水場等施設の運転管理・保守点検・維持管理体制の未整備。 
・既設浄水場の更新や老朽管更新等により、建設改良費の増加。 

  ・供給単価に対する給水原価の高騰。 
  ・将来にわたる水道技術管理者の後継者育成と確保。 
  ・アウトソーシングなどの民間活力導入の検討 
 
 エ 環境に関わる課題 
  ・水源保全のための水源涵養保安林の指定。 
  ・水資源やエネルギーの有効利用、資源リサイクルの推進など、環境に配 

慮した事業推進の検討。 
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（２）優先度の設定 
優先度の設定方法については、どの課題の優先度が高いのかの現況を踏まえ

た上で判断し、それぞれの課題を以下の３区分に分類しました。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

○レベル１：早急に解決すべき課題 

 水道事業の運営において明らかに支障をきたしている課題や利用者の健康を脅かす課題 
○レベル２：目標年度までに取り組む課題 

 レベル１ほどではないが、比較的緊急度が高く、目標年度までには取り組むべき課題 
○レベル３：最終的な将来像にむけて取り組む課題 

 対策に時間がかかり目標期間内に目標達成困難な課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レベル１ 

早急に解決すべき課題 

レベル２ 

目標年度までに取り組む課題

最終的な
将来像 

目標年度 
（10年後）

現況 

レベル３ 

最終的な将来像にむけて取り組む課題 

 
レベルの区分 
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区分した課題は、下表のように、「優先度」・「分野」ごとに整理しました。 
 
 

課題項目の整理 

課 題 項 目 対応の優先度 分   野 

天候に左右される乙空釜第１水源の表流水の原水濁度の対応 2 

未普及地域の未整備 2 

水源の病原性微生物等対応の対応 3 

住民ニーズの把握と対応 2 

利用者への適切な情報提供体制の未整備 2 

安心にむけての課題

送・配水管路の未耐震化 2 

災害対策への施設の未整備 2 

災害応急対策の未整備 2 

緊急時給水体制の未整備 2 

危機管理対応マニュアル等の未整備 2 

安定にむけての課題

乙空釜浄水場（第１水源系）の更新 2 

老朽管（石綿セメント管含む）の更新 1 

水道施設の運転管理・保守点検・維持管理体制の未整備 2 

建設改良費の増加 1 

水道料金の適正な料金体系の未整備 1 

水道技術管理者の後継者育成と確保 2 

アウトソーシングなどの民間活力導入の検討 2 

持続にむけての課題

水源涵養保安林の未整備 3 

水資源やエネルギーの非効率 3 
環境にむけての課題
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４．将来像（基本理念）の設定 
将来像は、水道事業全体のあるべき姿を描くものですが、水道事業関係者は

もとより利用者の意見も取り入れて、現状を踏まえた将来の姿について共通の

意識の下に設定しました。 
 将来像は水道事業全体を現すために概念的になりますが、基本理念は計画推

進における基本となる考え方を示しました。 
 
【将来像】 
 

  「安全でおいしい水の安定供給」 
 
【基本理念】 
 
①安定給水の確保 
  配水管や浄水場、配水池等、老朽化した施設を計画的に更新・改良を行い

ます。また、地震などの災害時に飲料水が確保できるよう、配水池の増設や

応急給水体制の整備等、災害対策の充実を図ります。 
 
 ②安全でおいしい水の供給 
  きれいな川をつくり、安全でおいしい水を供給するため、多様化する水質

問題への対応強化や浄水施設の保安対策等を行います。 
 
 ③未給水地区の解消 
  未給水地区について、地域の給水要望や実態を踏まえ、水道施設の整備を

行います。 
 
 ④効率的な事業運営 
  施設の効率的な運用を図るとともに、民間委託等を積極的に活用しながら

事務事業全般の効率化を進めることにより、「安定給水」と「経営の安定化」

の実現を目指します。 
 
 ⑤利用者の視点に立った事業運営 
  利用者の水道事業に対する信頼や満足度を向上させていくため、サービス

の内容とコストのバランスについて、ニーズを十分に把握するとともに、双

方向の情報伝達を積極的に推進することにより、利用者と一体となった事業

運営を目指します。 
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５．目標の設定 

 目標は、基本理念を推進するため取り組む各施策を包含して項目立てし、「安

心」・「安定」・「持続」・「環境」の分類に基づき導き出しました。 
 目標の設定は、下表のように、分野ごとに分類した現状からの抽出課題に対

して目標を設定しました。 
 
 

現状課題の分類 

分 類 現状からの抽出課題 目    標 

第１水源乙空釜川表流水の悪天候時の原水濁度の対応 

未普及地域の存在 

水源の病原性微生物等への対応 

安心・快適な給水の確保 

住民ニーズの把握と対応 

安 心 

利用者への適切な情報提供体制の未整備 
住民の理解と信頼の持続 

送・配水管路の耐震化の不備 

災害対策への施設の未整備 

災害応急対策の未整備 

緊急時給水体制の未整備 

安 定 

危機管理対応マニュアル等の未整備 

災害対策等の充実 

第１水源系浄水施設の未整備 

老朽管更新（石綿管含む）の不備 

水道施設の運転管理・保守点検・維持管理体制の未整備

適切な施設管理と更新 

建設改良費の増加 

水道料金の適正な料金体系の未整備 

水道技術管理者の後継者育成と確保 

持 続 

アウトソーシングなどの民間活力の導入の検討 

水道の運営基盤の強化 

水源涵養保安林の未整備 
環 境 

水資源やエネルギーの非効率 
環境・エネルギー対策強化
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６．実現方策の検討 

実現方策は、３節「課題の整理」で整理した課題に対応すべく具体的施策化

して、目標年次内に取り組み、推進することが求められるものですが、課題に

は重要度・緊急度に差があるため、３節で整理した優先度を基にそれぞれの施

策を立案しました。 

 

（１）具体的施策 

 目標を達成するための具体的施策を「安心」・「安定」・「持続」・「環境」の目

標ごとに表にまとめました。 
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（２）水道事業計画 

 平成１９年度から平成３１年度の主要水道事業計画は、下表のとおりです。 
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７．推進方法の検討 
（１）村民への公表 
 「平田村地域水道ビジョン」は、具体的な取り組み状況を水道利用者等に周

知し理解してもらうために、村の広報紙・ホームページ等で村民に公表します。 
 
 
（２）フォローアップの実施 
 計画期間中において、社会経済情勢の変化やそれらに伴う行政需要の変化、関

係法令の改正、上位計画・関連計画の策定及び改訂等があった場合には、必要

に応じて計画を見直しするとともに、随時、村簡易水道事業運営委員会を開催

し、実施状況の評価を行います。 
 また、ＰＤＣＡサイクルの体制を導入し、３～５年のサイクルでフォローア

ップを行い、施設計画や経営計画など、ハード・ソフト両面からのアプローチ

を行うとともに、関係者の意見を聴取しつつその計画に妥当性があるか判断し

たうえで、必要に応じて計画の改訂を行います。 
 

 

Plan ：従来の実績や将来の予測等をもとにして業務計画を策定する。 

Do   ：業務計画にしたがって業務を実行する。 

Check：業務の実施が計画に沿っているかどうかを確認し評価する。 

Act  ：業務の実施が計画に沿っていない部分を調べて処置を行い、改善を図る。 

 

 
  

① PLAN

② DO
③

CHECK

④ ACT

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＤＣＡサイクル 
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